
証券コード　2294

平成30年５月８日

株 主 各 位
三重県桑名市吉之丸８番地

代表取締役社長 赤 塚 保 正

第50期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、当社第50期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、

ご出席くださいますようご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することが

できますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、平成30年
５月24日（木曜日）午後６時までに到着するよう、折り返しご送付ください
ますようお願い申しあげます。

敬　具
記

１．日 時 平成30年５月25日（金曜日）午前10時
２．場 所 三重県桑名市中央町三丁目20番地

ＮＴＮシティホール（桑名市民会館）大ホール
（末尾に記載いたします会場ご案内図をご参照ください。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第50期（平成29年３月１日から平成30年２月28日まで）

事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の
連結計算書類監査結果報告の件

２．第50期（平成29年３月１日から平成30年２月28日まで）
計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役５名選任の件

４．株主様へのお願い
(1) 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付へ

ご提出ください。また、資源節約のため、本招集ご通知をご持参ください
ますようお願い申しあげます。

(2) 代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する株主の方に
委任する場合に限られます。なお、代理人は１名とさせていただきます。

以　上

株主総会参考書類並びに事業報告､計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は､インターネット上の

当社のウェブサイト( h t t p s : / / w w w . k a k i y a s u h o n t e n . c o . j p )に掲載させていただきます。
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（添付書類）

事 業 報 告

(平成29年３月１日から
平成30年２月28日まで)

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、好調な海外経済を背景に輸出企業

を中心に企業業績は堅調に推移し、消費も緩やかな回復基調がみられました。

また、堅調な雇用・所得環境に支えられ、個人消費は底堅く推移いたしました。

しかしながら、依然として海外の政治情勢の不確実性の高まり等から、海外

経済全体への影響が懸念される等、先行き不透明な状況は続いております。

また、食関連業界におきましても、個人消費の本格的な回復には力強さに

欠けており、依然として厳しい環境が続いております。

このような環境の中、当社グループは、「肉の老舗」として引き続き

「肉」を訴求した商品の拡充に取り組みました。高品質な商品をより

お値打ちに提供するため、日常使いの商品アイテムの拡充や商品力の向上に

注力いたしました。

出退店・改装につきましては、和菓子事業「口福堂」17店をはじめ計33店

を出店するとともに、４店の改装により既存店の活性化を図りました。一方、

入店先施設の閉鎖に伴うものを含め、18店を退店いたしました。
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＜出退店の状況＞

区 分 出 店 退 店 改 装

株式会社柿安本店 精 肉 事 業 精肉店舗 ２店 精肉店舗 ３店 精肉店舗 ２店

惣 菜 事 業 柿安ダイニング
店舗

５店
柿安ダイニング
店舗

１店
柿安ダイニング
店舗

１店

柿安上海ＤＥＬＩ
店舗

１店
柿安上海ＤＥＬＩ
店舗

２店

その他 ２店 おかずや柿安 １店

和菓子事業 口福堂店舗 17店 口福堂店舗 ４店 口福堂店舗 １店

レストラン事業 グリル店舗 ６店 三尺三寸箸店舗 １店 ――――――

食 品 事 業 ―――――― しぐれ店舗 ６店 ――――――

計33店 計18店 計４店

以上の結果、当連結会計年度の売上高は43,957百万円(前連結会計年度

（以下「前期」）比1.0％増)、営業利益は2,603百万円(同16.2％増)、経常

利益は2,681百万円(同17.7％増)、また親会社株主に帰属する当期純利益は

1,671百万円(同33.4％増)となりました。

なお、当連結会計年度より、事業の区分を一部変更しており、以下の前期

比較については、前期の数値を変更後の事業区分に組替えた数値で比較して

おります。
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(a) 精肉事業

精肉事業につきましては、変化するお客様の嗜好や多様化するニーズに

柔軟に対応するため、すき焼切り落としや、焼肉切り落とし等の日常使い

商品の拡充、赤身部位や銘柄牛の食べ比べセット等、商品力の向上に注力し、

精肉事業の活性化を図りました。

出退店・改装につきましては、「近鉄四日市精肉店」、「西武所沢

精肉店」の２店を出店、また店舗の活性化を図るため２店を改装し、

入店先施設の閉鎖に伴うものを含め３店を退店いたしました。

この結果、当事業の売上高は15,415百万円（前期比4.2％増）、

セグメント利益（営業利益）は1,624百万円（同47.3％増）となりました。

(b) 惣菜事業

惣菜事業につきましては、オリジナルバーベキューソースに漬け込み

じっくり焼き上げた『スペアリブＢＢＱソース』の他、「肉」を使った

多彩な商品に加えて、季節の先取りを行う商品や健康・美容を意識した

商品の継続的な見直しを行う等、多様な商品展開に注力いたしました。

出退店・改装につきましては、「西武所沢ダイニング」、「近鉄奈良

ダイニング」等、計８店を出店、店舗の活性化を図るため１店を改装し、

入店先施設の閉鎖に伴うものを含め４店を退店いたしました。

この結果、当事業の売上高は13,380百万円（前期比2.7％増）、

セグメント利益（営業利益）は1,300百万円（同6.7％増）となりました。
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(c) 和菓子事業

和菓子事業につきましては、基幹商品のおはぎの見直しの他、大ヒット

商品となったフルーツ大福のシリーズ拡充による活性化を図りました。

出退店・改装につきましては、口福堂17店の出店、１店の改装、４店を

退店いたしました。

この結果、当事業の売上高は7,240百万円（前期比1.6％増）、

セグメント利益（営業利益）は542百万円(同19.7％減)となりました。

(d) レストラン事業

レストラン事業につきましては、ご好評いただいている『ロースト

ビーフ丼』、牛肉しぐれ煮をアレンジした『柿安名物　牛肉しぐれ煮丼』

をはじめとする「肉」の丼メニューを中心とした「柿安 Meat Express」の

フードコートへの展開を加速し、グリル業態の活性化に注力いたしました。

出退店につきましては、「柿安 Meat Expressイオンモール大高店」を

はじめ、計６店を出店し、一方、１店を退店いたしました。

この結果、当事業の売上高は4,793百万円（前期比4.0％減）、

セグメント利益（営業利益）は111百万円（同17.2％増）となりました。

(e) 食品事業

食品事業につきましては、引き続き健康志向のお客様にご好評いただい

ている減塩シリーズに加え、『糖質30％オフ　牛肉しぐれ』、『グルテン

フリー　牛肉しぐれ』をはじめ『柿安茶漬　瀬戸内産ちりめんじゃこ』、

『柿安茶漬　穴子山椒』等、自家需要向け商品の拡充による活性化に注力

いたしました。

この結果、当事業の売上高は3,121百万円（前期比12.7％減）、

セグメント利益（営業利益）は385百万円（同12.2％増）となりました。
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(2) 設備投資の状況

当社グループでは、急速に変化する食関連市場の中で積極的な事業展開と、

お客様のニーズへの対応のため、総額668百万円の設備投資（有形固定資産の

他、無形固定資産及び長期前払費用を含む。）を実施いたしました。

主な投資といたしましては、店舗の出店及び改装・美装に538百万円

（レストラン事業199百万円、和菓子事業127百万円、惣菜事業111百万円、

精肉事業100百万円）、工場の生産設備増強・更新に39百万円、社内IT環境

の構築・整備に30百万円の設備投資を実施いたしました。

(3) 資金調達の状況

該当事項はありません。

(4) 対処すべき課題

①　当社グループの現状の認識について

当社グループを取り巻く食関連業界における事業環境は、原材料価格の

高止まりや人財確保のための関連コストの増加、また、食の安全・安心へ

の対応や少子高齢化の進展など、今後も厳しいものが予想されます。

この厳しい経営環境の中でも、利益の創出とともに成長し続ける強い

企業体質の構築を目指してまいります。

②　経営の基本方針

当社グループは、『おいしいものをお値打ちに提供する』の経営理念に

基づき、徹底しておいしさの追求を行うとともに、潜在ニーズの掘り起こ

しを新商品及び新業態開発により行い、事業の新陳代謝を図ってまいりま

した。

おいしさの追求は柿安の原点であり、これを企業メッセージに

『おいしさ、育む。』と表現し、今後もおいしさの更なる磨き上げを目指し、

生産者の顔の見える食材の開拓、拡大や鮮度向上など食材へのこだわり

強化と併せ、店内厨房で料理人が毎日つくるおいしさの向上に努めてまい

ります。

③　対処すべき課題と対処方針

新たなマーケットへの準備とともに、和菓子事業の出店エリア拡大、

業態の多様化による出店強化、精肉・惣菜事業の安定的な出店により成長

を図るとともに、各分野の商品開発力、技術力向上に向け人財育成、教育

を強化してまいります。
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(5) 財産及び損益の状況の推移

①　企業集団の財産及び損益の状況

区 分
第47期

(平成27年２月期)
第48期

(平成28年２月期)
第49期

(平成29年２月期)

第50期
(当連結会計年度)
(平成30年２月期)

売 上 高（百万円） 43,473 43,527 43,508 43,957

経 常 利 益（百万円） 2,558 2,417 2,279 2,681

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

（百万円） 1,312 1,350 1,253 1,671

１株当たり当期純利益（円） 110.77 120.08 116.22 157.09

総 資 産（百万円） 19,519 17,689 17,997 18,961

純 資 産（百万円） 14,009 12,944 13,404 14,065

１株当たり純資産額（円） 1,182.60 1,186.90 1,252.08 1,343.65

②　当社の財産及び損益の状況

区 分
第47期

(平成27年２月期)
第48期

(平成28年２月期)
第49期

(平成29年２月期)

第50期
(当事業年度)

(平成30年２月期)

売 上 高（百万円） 43,260 43,304 43,291 43,751

経 常 利 益（百万円） 2,480 2,340 2,195 2,586

当 期 純 利 益（百万円） 1,264 1,302 1,198 1,609

１株当たり当期純利益（円） 106.76 115.77 111.18 151.20

総 資 産（百万円） 19,083 17,254 17,452 18,356

純 資 産（百万円） 13,626 12,552 12,907 13,508

１株当たり純資産額（円） 1,150.29 1,150.98 1,205.59 1,290.49
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(6) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況

会 社 名
資本金

（百万円）
出資比率
（％）

主要な事業の内容

（連結子会社）
柿安グルメフーズ株式会社

10 100.0
量販店等へのしぐれ煮等の
卸売

(7) 主要な事業内容（平成30年２月28日現在）

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（株式会社柿安本店）

及び子会社１社により構成されており、主に、精肉、惣菜、和菓子、

牛肉しぐれ煮の製造販売及びレストランの運営を行っております。

なお、当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置

付けは次のとおりであります。

＜精肉事業＞

［当社］

松阪牛及び自社ブランド「柿安牛」を核に全国のブランド牛肉、豚肉や

鶏肉から肉加工品・惣菜類に至る幅広い品揃えの専門店として展開を

行っております。安全でおいしい牛肉の安定供給のために契約飼育農家

との独自の肥育技術の開発・改良を行うとともに、加工の社内一貫体制を

持ち、店頭販売の他、産地直送ギフトなどを扱っております。

＜惣菜事業＞

［当社］

「柿安ダイニング」（洋惣菜）、「柿安上海ＤＥＬＩ」（中華惣菜）

など、主に百貨店におけるダイニング部門をはじめ、牛めし弁当専門店

「柿安牛めし」、路面惣菜店「おかずや柿安」など多様な惣菜業態を展開

しております。ダイニング部門では、全ての店舗に厨房を設置し、出来立

てのおいしさにこだわるとともに、ライブによる躍動感を演出しております。

また、旬の味覚、高品質野菜など厳選した食材を使用し、安全・安心で体

にやさしいメニューを提供しております。
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＜和菓子事業＞

［当社］

量販店・駅ビル等の「口福堂」において、おはぎ・どら焼及びわらび餅

などの和菓子を、主に高速道路サービスエリアの「柿次郎」にて、和菓子

に弁当類を加え、製造販売を行っております。

＜レストラン事業＞

［当社］

「好きなものを、好きなときに、好きなだけ」をコンセプトに、旬の

食材を使った健康的な料理を提供している「三尺三寸箸」や中華業態

「上海柿安」のビュッフェ部門、松阪牛・柿安牛のすき焼、しゃぶしゃぶ

などの肉料理と懐石料理等の日本料理を主力メニューに、落ち着いた店舗

施設とサービスを加えた「柿安」部門及びハンバーグ専門店「炭火焼

ハンバーグカキヤス」などのグリル部門を展開しております。

＜食品事業＞

［当社］

主に百貨店におけるしぐれ煮及び松阪牛・柿安牛などの産地直送ギフト

の販売を行っております。「しぐれ煮」は三重県桑名市に伝わる製法で

素材の味を生かし、佃煮とは異なり柔らかく炊き上げたものであります。

牛肉、海産物及び山菜類などの厳選した材料を使用した当社しぐれ煮類は、

主に贈答用としてお歳暮・お中元ギフトに利用されております。

［柿安グルメフーズ株式会社］

主にしぐれ煮等の量販店及びコンビニエンスストアへの卸売りを行って

おります。
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事業の系統図は次のとおりであります。

＜連結子会社＞
柿安グルメフーズ

株式会社

精肉事業 和菓子事業 食品事業

＜当　　　社＞

レストラン事業惣菜事業

顧　　　客

［関係会社の状況］

名 称 住 所
資 本 金
(百万円)

主要な事業の内容
出資比率
（％）

関 係 内 容

（連結子会社）
柿安グルメフーズ
株式会社

三重県桑名市 10
量販店等へ
のしぐれ煮
等の卸売

100.0
当社は同社に当社製品
を供給しております。
役員の兼任等あり。

(8) 主要な営業所及び工場（平成30年２月28日現在）

①　当社

本社　　　　　　三重県桑名市

東京本部　　　　東京都品川区

店舗　　　　　　371店舗
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店舗の地域別分布

区 分 精肉事業 惣菜事業 和菓子事業 レストラン事業 食品事業 計

店 店 店 店 店 店

北 海 道 1 6 － － － 7

宮 城 県 2 1 － － － 3

山 形 県 － － 1 － － 1

福 島 県 － － 1 － － 1

茨 城 県 1 1 5 － － 7

栃 木 県 1 2 2 － － 5

群 馬 県 － － 4 － － 4

埼 玉 県 3 4 9 5 － 21

千 葉 県 1 6 17 1 2 27

東 京 都 5 25 13 5 6 54

神 奈 川 県 5 3 11 1 2 22

新 潟 県 － 1 2 － － 3

富 山 県 － － 3 － － 3

石 川 県 － － 2 － － 2

山 梨 県 － － 2 － － 2

長 野 県 － － 3 － － 3

岐 阜 県 1 － 5 1 － 7

静 岡 県 1 1 11 － － 13

愛 知 県 4 13 31 13 2 63

三 重 県 4 3 10 3 － 20

滋 賀 県 － － 3 － － 3

京 都 府 1 3 3 1 － 8

大 阪 府 2 8 11 1 5 27

兵 庫 県 1 3 6 － － 10

奈 良 県 － 3 4 － － 7

和 歌 山 県 － － 1 － － 1

岡 山 県 － 2 2 － － 4

広 島 県 1 2 8 － － 11

山 口 県 － － 4 － － 4

徳 島 県 － － 1 － － 1

香 川 県 － － 3 － － 3

愛 媛 県 1 － 1 － － 2

福 岡 県 1 5 11 － － 17

熊 本 県 － － 3 － － 3

大 分 県 － － 1 － － 1

鹿 児 島 県 － － 1 － － 1

計 36 92 195 31 17 371

－ 11 －



工場

ミートセンター　　　　　　三重県桑名市

しぐれセンター　　　　　　三重県桑名市

スイーツファクトリー　　　三重県桑名市

②　子会社の事業所

柿安グルメフーズ株式会社　　三重県桑名市

(9) 使用人の状況（平成30年２月28日現在）

①　企業集団の使用人の状況

事 業 部 門 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

精 肉 事 業 281 （373）名 －（△17）名

惣 菜 事 業 397 （728）名 18 （44）名

和 菓 子 事 業 61 （950）名 △1 （49）名

レ ス ト ラ ン 事 業 143 （314）名 △5 （△9）名

食 品 事 業 43 （54）名 △11 （3）名

全　 社　 （共　 通） 128 （35）名 △2 （△4）名

合　　　　計 1,053（2,454）名 △1 （66）名

（注）　使用人数は就業人員数であり、パート社員は（　）内に年間の平均人員を外数で

記載しております。

②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

1,051（2,454）名 1（66）名 39.8歳 8.0年

（注）１．使用人数は就業人員数であり、パート社員は（　）内に年間の平均人員を外数

で記載しております。

２．上記使用人数には、子会社等への出向社員は含まれておりません。
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(10) 主要な借入先の状況（平成30年２月28日現在）

当社の主要な借入先の状況

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 百 五 銀 行 22百万円

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 30百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 15百万円

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 7百万円

（注）株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行は、平成30年４月１日より株式会社三菱ＵＦＪ銀行に

商号が変更されております。

(11) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。

２．会社の現況に関する事項
(1) 株式の状況（平成30年２月28日現在）

①　発行可能株式総数 46,300,800株

②　発行済株式の総数 12,446,700株（自己株式1,978,696株を含む。）

③　株主数 11,026名

④　大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株式会社赤塚興産 852千株 8.1％

赤 塚 　 保 296 2.8

赤 塚 安 則 278 2.7

株式会社百五銀行 273 2.6

東京海上日動火災保険株式会社 260 2.5

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 231 2.2

柿安社員持株会 202 1.9

赤 塚 保 正 164 1.6

日本生命保険相互会社 150 1.4

柿安取引先持株会 119 1.1

（注）１．当社は自己株式（1,978,696株）を保有しておりますが、上記大株主からは除外

しております。

２．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
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３．上記大株主の赤塚　保氏は、平成29年12月27日に逝去されましたが、平成30年

２月28日現在における株主名簿上の名義で記載しております。

４．上記大株主の赤塚　安則氏は、平成30年２月２日に逝去されましたが、平成30

年２月28日現在における株主名簿上の名義で記載しております。

(2) 新株予約権等の状況

該当事項はありません。

(3) 会社役員の状況

①　取締役及び監査役の状況（平成30年２月28日現在）

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 赤 塚 保 正
営業本部長
リスク管理委員会委員長
柿安グルメフーズ株式会社取締役

取 締 役 副 社 長 岡 本 貫 之 社長補佐

専 務 取 締 役 赤 塚 義 弘
管理本部長
柿安グルメフーズ株式会社取締役

専 務 取 締 役 樋 尾 清 明
営業本部　副本部長
柿安グルメフーズ株式会社
代表取締役社長

取 締 役 中 本 　 攻 中本総合法律事務所代表

取 締 役 上 垣 清 澄

常 勤 監 査 役 祖 父 江 　 宗 　 大 柿安グルメフーズ株式会社監査役

監 査 役 梶 川 　 融
太陽有限責任監査法人代表社員 会長
キッコーマン株式会社社外監査役
三菱鉛筆株式会社社外監査役

監 査 役 百 瀬 雅 教

監 査 役 根 岸 康 二
キッコーマンレストラン株式会社
代表取締役社長

（注）１．取締役中本 攻氏及び上垣清澄氏は、社外取締役であります。

２．取締役中本 攻氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に関する相当程度の

知見を有するものであります。

３．監査役のうち梶川 融氏、百瀬雅教氏及び根岸康二氏は、社外監査役でありま

す。

４．監査役梶川 融氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相

当程度の知見を有するものであります。

５．取締役中本 攻氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として同取引所に

届け出ております。
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６．監査役梶川 融氏、百瀬雅教氏及び根岸康二氏は、東京証券取引所の定めに基づ

く独立役員として同取引所に届け出ております。

７．当社は社外取締役中本 攻氏及び上垣清澄氏との間で、会社法第423条第１項の

損害賠償責任について、悪意または重大な過失があった場合を除き、法令に定

める最低責任限度額をもって、損害賠償責任の限度とする旨の契約を締結して

おります。

８．当社は社外監査役梶川 融氏、百瀬雅教氏及び根岸康二氏との間で、会社法第

423条第１項の損害賠償責任について、悪意または重大な過失があった場合を除

き、法令に定める最低責任限度額をもって、損害賠償責任の限度とする旨の契

約を締結しております。

②　取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額

取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

６名
（２名）

199百万円
（24百万円）

監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

４名
（３名）

31百万円
（18百万円）

合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

10名
（５名）

231百万円
（42百万円）

（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりま

せん。

２．取締役の報酬限度額は、平成８年12月25日開催の第28期定時株主総会において

年額300百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいてお

ります。

３．監査役の報酬限度額は、平成８年12月25日開催の第28期定時株主総会において

年額40百万円以内と決議いただいております。

４．当事業年度末現在の取締役は６名（うち社外取締役は２名）、監査役は４名（う

ち社外監査役は３名）であります。

５．報酬等の額には、当事業年度に係る役員賞与の支払に対する引当金繰入額（取

締役３名に対し39百万円）が含まれております。
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③　社外役員に関する事項

イ．他の法人等との兼職状況（他の法人等の業務執行者である場合）及び

当社と当該他の法人等との関係

・取締役中本 攻氏は、中本総合法律事務所代表及びフォスター電機株

式会社社外監査役を兼務しております。

なお、当社は中本総合法律事務所及びフォスター電機株式会社との

間には特別の取引関係はありません。

・監査役梶川 融氏は、太陽有限責任監査法人代表社員会長及びキッコ

ーマン株式会社社外監査役並びに三菱鉛筆株式会社社外監査役を兼

務しております。

なお、当社は太陽有限責任監査法人及びキッコーマン株式会社並び

に三菱鉛筆株式会社との間には特別の取引関係はありません。

・監査役根岸康二氏は、キッコーマンレストラン株式会社代表取締役

社長を兼務しております。

なお、当社はキッコーマンレストラン株式会社との間には特別の取

引関係はありません。

ロ．他の法人等の社外役員の兼職状況及び当社と当該他の法人等との関係

・該当事項はありません。
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ハ．当事業年度における主な活動状況

・取締役会及び監査役会への出席状況

区 分 氏 名 主 な 活 動 内 容

取 締 役 中 本 　 攻
当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回に出席
し、弁護士としての専門的な見地から審議に関して必要
な発言を適宜行っております。

取 締 役 上 垣 清 澄
当事業年度に開催された取締役会14回のうち14回に出席
し、過去の会社役員等の豊富な経験から審議に関して必
要な発言を適宜行っております。

監 査 役 梶 川 　 融

当事業年度に開催された取締役会14回のうち12回に出席
し、また、同じく開催された監査役会12回のうち12回に
出席し、主に、公認会計士としての専門的見地からの発
言を行っております。

監 査 役 百 瀬 雅 教

当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回に出席
し、また、同じく開催された監査役会12回のうち12回に
出席し、過去の会社役員等の豊富な経験から審議に関し
て必要な発言を適宜行っております。

監 査 役 根 岸 康 二

当事業年度に開催された取締役会14回のうち14回に出席
し、また、同じく開催された監査役会12回のうち12回に
出席し、過去の会社役員等の豊富な経験から審議に関し
て必要な発言を適宜行っております。

(4) 会計監査人の状況

①　会計監査人の名称　　　　　東陽監査法人

②　報酬等の額

区　　　　　分 報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 18百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭
その他の財産上の利益の合計額

18百万円

（注）１．当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実

務指針」を踏まえ、監査計画の内容、従前の監査及び報酬の実績の推移、報酬

見積の算出根拠等並びに非監査報酬などを確認し、検討した結果、会計監査人

の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。
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２．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品

取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区

分できないため、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載して

おります。

③　会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当

すると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任

いたします。

この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主

総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任した理由を報告いたし

ます。

また、監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障があると判断される

など、会計監査人の変更が必要であると認められる場合には、株主総会に

提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたし

ます。
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(5) 業務の適正を確保するための体制

当社及び子会社（以下「当社グループ」という。）は、株式会社の業務の

適正を確保するために必要な体制に関し、取締役会において次のとおり決議

しております。

①　当社グループの取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合す

ることを確保するための体制

イ．企業としての社会的信頼に応え、企業倫理・法令遵守の基本姿勢を明

確にすべく、全役職員を対象とした行動指針として株式会社柿安本店

行動規範を定め、これを全役職員に周知徹底させる。

ロ．コンプライアンス担当役員を置き、内部統制を推進する組織を設置す

るとともに、リスク管理体制とコンプライアンス体制の構築及び運用

を行う。

ハ．コンプライアンス等に関する情報について、通常の報告ルートとは異

なる内部通報制度（ホットライン）を整備するとともに、公益通報者

保護法の趣旨に沿って制定された規程により、その運用を行う。

②　当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務の執行に係る情報については、「文書管理規程」に基づき、

適切かつ確実に検索が容易な状態で保存・管理するとともに、情報種別に

応じて適切な保存期間を「文書保存期間一覧表」に定め、期間中は閲覧可

能な状態を維持する。

③　当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

イ．当社グループのリスク管理を統括する部門としてリスク管理委員会を

常設し、リスク管理規程を定めリスク管理体制の構築及び運用を行う。

当委員会の委員長は、代表取締役とする。

ロ．当社グループの各部門は、それぞれの部門に関するリスクの管理を行

い、リスク管理委員会へ定期的にリスク管理の状況を報告することに

より、これを全社的認識事項とする。

ハ．当社の監査役及び監査室は、当社グループの各部門のリスク管理状況

を監査し、その結果を取締役会に報告する。
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④　当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保する

ための体制

イ．取締役会は、取締役会が定める経営機構、代表取締役及びその他の業

務執行を担当する取締役・執行役員等の職務分掌に基づき、代表取締

役及び各担当取締役・執行役員に業務の執行を行わせる。

ロ．各担当取締役・執行役員は、経営計画に基づいた各部門が実施すべき

具体的な施策及び効率的な業務執行体制を決定する。

ハ．代表取締役は、当社の各担当取締役・執行役員及び子会社の取締役に、

その執行状況を取締役会及び経営会議において報告させ、施策及び効

率的な業務遂行体制を阻害する要因の分析とその改善を図る。

⑤　当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

イ．「関係会社管理規程」に基づいて子会社を管理する。また、子会社の

業務の状況は、定期的に当社の取締役会に報告する。

ロ．会社間の取引は、法令・会計原則・税法その他の社会規範に照らし適

切で、第三者との取引と比較して、著しく不利益に、また恣意的にな

らないよう常にこれを監視し、また必要に応じて外部専門家に確認す

る体制とする。

ハ．当社の監査役と監査室は、定期または臨時にグループ管理体制を監査

し、当社の取締役会に報告する。

⑥　当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合に

おける当該使用人に関する事項

当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、

取締役会は当該監査役と協議の上、監査役を補助すべき使用人として、当

社の監査室員を指名することができる。

⑦　前号の使用人の当社の取締役からの独立性に関する事項

上記⑥に定める監査役の使用人は、専ら監査役の指示に従って、その監

査役の補助に専念する。

また、その任命・異動に際しては、予め当社の常勤監査役の同意を得る

こととし、当社の取締役からの独立性が確保できる体制とする。
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⑧　当社グループの取締役及び使用人が当社の監査役に報告するための体制

イ．当社の監査役は、取締役会のほか、経営会議その他の重要な会議に出

席し、当社グループの取締役からその職務の執行状況を聴取し、関係

資料を閲覧する。

ロ．次のような緊急事態が発生した場合には、当社グループの取締役及び

使用人は、遅滞なく当社の監査役に報告する。

・当社グループの財務及び事業に重大な影響を及ぼす恐れのある決定

等の内容

・その他著しい損失等会社経営に甚大な影響を与える事象が発生した

とき、または発生することが予想されるとき

・重大な法令違反または定款違反事実

⑨　当社の監査役への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利

な取り扱いを受けないことを確保するための体制

当社は、当社の監査役に対し報告した当社グループの取締役、監査役及

び使用人が、当該報告をしたことを理由として不利益な取り扱いをするこ

とを禁止し、報告者を保護する。

⑩　職務の執行について生ずる費用の前払いまたは処理に係る方針に関する

事項

当社の監査役が職務を執行する上で、当社に対し、必要な費用の前払い

等の請求をしたときは、当該請求にかかる費用または債務が当該監査役の

職務執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または

債務を支払う。
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⑪　その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体

制

イ．当社の監査役、監査室は各事業年度における内部監査計画を協議する

とともに、定期的に会合を持ち、内部監査結果及び指摘・提言事項に

つき、協議及び意見交換するなど密接な連携を図る。

ロ．当社の監査役、監査室は、会計監査人とも連携するとともに相互に牽

制を図る。

ハ．当社の監査役は、監査の実施にあたり必要と認めるときは、弁護士・

公認会計士及びその他の外部専門家を自らの判断で活用する。

⑫　財務報告の信頼性を確保する体制

金融商品取引法に基づく内部統制報告書の有効かつ適切な提出を全うす

るため、内部統制システムの構築をさらに推進する。また、当該システム

が適正に機能することを継続的に評価し、必要な是正を行う。

⑬　反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

イ．当社グループは、上記の①イ．に定める行動規範の中に「反社会的勢

力との関係の遮断」を明記し、こうした勢力との関係は理由の如何を

問わず、これを排除する。

ロ．日常における取引の中に、反社会的勢力の関係者または関係団体が潜

り込むことのないよう、取引先について信頼すべき調査機関によりこ

れを充分に調査する。

ハ．反社会的勢力に関する情報収集を怠らず、警察当局、顧問弁護士、そ

の関係機関との緊密な連携を図る。また、こうした勢力と対峙した場

合についての教育、啓蒙を継続的に行う。

－ 22 －



(6) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

（重要な会議の開催状況）

取締役会は、経営上の意思決定及び業務執行の監督を行う機関として位置

付け、運用を行っております。毎月１回の定例取締役会のほか、必要に応じ

て臨時取締役会を開催し、法令で定められた事項や経営に関する重要事項を

決定するとともに、業務遂行の状況を逐次確認しております。また、経営環

境の変化に的確に対応するため、経営と業務執行体制の強化を目指し、執行

役員制度を導入しており、取締役、執行役員及び部門責任者による経営会議

を原則として月３回開催し、業務執行状況の確認を行い、業務執行の迅速化、

情報の共有化及び法令遵守の徹底を図っております。

監査役会は原則として月１回開催し、状況により取締役に出席を求め、業

務執行状況の説明を求め、監査業務の精度向上を図っております。また、内

部監査担当者及び会計監査人との情報交換により、より効果的な監査業務の

実施を図っております。
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成30年２月28日現在）
（単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

た な 卸 資 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

工具器具及び備品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

ソフトウエア仮勘定

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

退職給付に係る資産

そ の 他

10,939

7,338

2,626

738

206

30

8,022

6,104

3,127

237

455

2,255

9

19

225

99

107

18

1,692

180

151

884

190

285

流 動 負 債 4,311

買 掛 金 1,291

１年内返済予定長期借入金 75

リ ー ス 債 務 7

未 払 金 583

未 払 法 人 税 等 660

未 払 消 費 税 等 252

未 払 費 用 966

賞 与 引 当 金 367

役 員 賞 与 引 当 金 39

そ の 他 66

固 定 負 債 585

リ ー ス 債 務 2

資 産 除 去 債 務 508

そ の 他 74

負 債 合 計 4,896

純 資 産 の 部

株 主 資 本 13,944

資 本 金 1,269

資 本 剰 余 金 1,074

利 益 剰 余 金 15,142

自 己 株 式 △3,542

その他の包括利益累計額 120

その他有価証券評価差額金 21

退職給付に係る調整累計額 98

純 資 産 合 計 14,065

資 産 合 計 18,961 負 債 ・ 純 資 産 合 計 18,961

（注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

(平成29年３月１日から
平成30年２月28日まで)

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 43,957

売 上 原 価 22,236

売 上 総 利 益 21,721

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 19,117

営 業 利 益 2,603

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 3

そ の 他 84 87

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2

そ の 他 7 9

経 常 利 益 2,681

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 9 9

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 20

減 損 損 失 113

そ の 他 3 137

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 2,553

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 901

法 人 税 等 調 整 額 △19 881

当 期 純 利 益 1,671

親会社株主に帰属する当期純利益 1,671

（注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

(平成29年３月１日から
平成30年２月28日まで)

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

平成2 9年３月１日残高 1,269 1,074 13,952 △3,014 13,282

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △481 △481

親会社株主に帰属する当期純利益 1,671 1,671

自 己 株 式 の 取 得 △527 △527

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － － 1,189 △527 662

平成30年２月2 8日残高 1,269 1,074 15,142 △3,542 13,944

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計その他有価証
券評価差額金

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

平成2 9年３月１日残高 19 102 122 13,404

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △481

親会社株主に帰属する当期純利益 1,671

自 己 株 式 の 取 得 △527

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) 2 △3 △1 △1

連結会計年度中の変動額合計 2 △3 △1 660

平成30年２月2 8日残高 21 98 120 14,065

（注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 注 記 表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

(1) 連結の範囲に関する事項

連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　１社

・連結子会社の名称　　　　　　柿安グルメフーズ株式会社

非連結子会社の状況

該当事項はありません。

(2) 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

柿安グルメフーズ株式会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

(4) 会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券

・その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額

は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

時価のないもの　　　　　　移動平均法による原価法

ロ．たな卸資産

・製品、原材料、仕掛品　　　　主に移動平均法による原価法（貸借対照表価額

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）

・商品、貯蔵品　　　　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法により算定）
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②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産（リース資産を除く。）

・建物（建物附属設備は除く。）定額法

・その他　　　　　　　　　　　定率法（ただし、平成28年４月１日以降に取得

した建物附属設備及び構築物は定額法）

・主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　　　　　２～50年

機械装置及び運搬具　　　　　２～10年

工具器具及び備品　　　　　　２～20年

ロ．無形固定資産（リース資産を除く。）

・ソフトウエア（自社利用）　　社内における利用可能期間（５年）に基づく定

額法

・その他　　　　　　　　　　　定額法

ハ．リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金　　　　　　　　　売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金　　　　　　　　　従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給

見込額のうち当連結会計年度に負担すべき額を

計上しております。

ハ．役員賞与引当金　　　　　　　役員に対する賞与の支給に備えるため、役員賞

与支給見込額のうち当連結会計年度に負担すべ

き額を計上しております。

－ 28 －



④　退職給付に係る会計処理の方法

イ．退職給付見込額の

期間帰属方法

退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額

を当連結会計年度末までの期間に帰属させる

方法については、給付算定式基準によっており

ます。

ロ．過去勤務費用及び

数理計算上の差異の

費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時における従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）に

よる定額法により按分した額を費用処理する

こととしております。

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時

における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（５年）による定額法により按分した

額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用

処理することとしております。

⑤　その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式を採用しております。

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号

平成28年３月28日）を当連結会計年度から適用しております。
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２．連結貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 6,351百万円

(2) 担保に供している資産

建 物 678百万円

土 地 1,003百万円

計 1,681百万円

担保資産に対応する債務

１年内返済予定長期借入金 37百万円

３．連結損益計算書に関する注記

減損損失

当連結会計年度において、当社グループは、以下の資産グループについて減損損

失を計上しております。

用 途 ・ 場 所
種 別 減損損失（百万円）

店舗等

関東地区　６件
中部地区　６件
関西地区　２件
九州地区　１件

建 物 及 び 構 築 物 106

機械装置及び運搬具 0

工 具 器 具 及 び 備 品 0

土 地 6

そ の 他 0

合　　 計 113

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、主として店舗

を基礎とし、また遊休資産については物件単位ごとにグルーピングしております。

営業利益が継続してマイナスである店舗は、回収可能価額まで減額し、その差額

を減損損失として特別損失に計上しております。なお、路面店舗等の回収可能価額

は正味売却価額により測定しており、不動産鑑定士による鑑定評価額等によってお

ります。
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４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

普通株式 12,446,700株

(2) 自己株式の種類及び株式数に関する事項

普通株式 1,978,696株

(3) 剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額等

平成29年５月19日開催の第49期定時株主総会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 481百万円

・１株当たり配当額 45円

・基準日 平成29年２月28日

・効力発生日 平成29年５月22日

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年

度になるもの

平成30年５月25日開催予定の第50期定時株主総会の議案として、普通株式の配当

に関する事項を次のとおり付議いたします。

・配当金の総額 575百万円

・配当の原資 利益剰余金

・１株当たり配当額 55円

・基準日 平成30年２月28日

・効力発生日 平成30年５月28日
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５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

当社グループは、設備投資計画に照らして、必要に応じて銀行借入によって資金

を調達しております。なお、デリバティブ取引については、現在利用しておらず、

投機的な取引は行わない方針であります。

②　金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金につきましては、顧客の信用リスクにさらされております。

投資有価証券につきましては、主に取引先企業との業務に関連する株式であり、

市場価格の変動リスクにさらされております。

差入保証金につきましては、主に店舗の賃貸借契約によるものであり、取引先企

業等の信用リスクにさらされております。

営業債務である買掛金につきましては、ほとんど１ヶ月以内の支払期日でありま

す。

未払金、未払法人税等につきましては、すべて３ヶ月以内の支払期日であります。

長期借入金につきましては、主に設備投資に必要な資金の調達を目的としたもの

であり、返済期日は決算日後、最長で７ヶ月であります。

③　金融商品に係るリスク管理体制

・信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社グループは、営業債権につきましては、営業部門が経理部門と連携して、

主要な取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等に

よる回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

差入保証金につきましては、営業部門が賃貸借契約締結時等に差入先の信用状

況を確認するなど回収可能性を検討するとともに、財務状況等の悪化等による回

収懸念の早期把握や軽減を図っております。

・市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

投資有価証券につきましては、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状

況等を把握し、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しており

ます。

・資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の

管理

当社グループは、各部署からの報告に基づき経理部門が適時に資金繰計画を作

成・更新するとともに、手許流動性を継続して維持することにより、流動性リス

クを管理しております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合

理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定については変動要因を

織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動す

ることがあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

平成30年２月28日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるも

のは含まれておりません。（（注）２．参照）
（単位：百万円）

連結貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

(1) 現金及び預金 7,338 7,338 －

(2) 売掛金 2,626 2,626 －

(3) 投資有価証券 173 173 －

(4) 差入保証金 817 801 △16

資　産　計 10,955 10,939 △16

(1) 買掛金 1,291 1,291 －

(2) 未払金 583 583 －

(3) 未払法人税等 660 660 －

(4) 長期借入金（※） 75 75 0

負　債　計 2,611 2,611 0

（※）すべて１年内返済予定長期借入金であります。

（注）１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

資産

(1) 現金及び預金、(2) 売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似して

いることから、当該帳簿価額によっております。

(3) 投資有価証券

投資有価証券の時価につきましては、株式は取引所の価格によっておりま

す。

(4) 差入保証金

当社グループでは、差入保証金の時価の算定は、その将来キャッシュ・フ

ローを国債の利回り等の適切な利率で割り引いた現在価値により算定してお

ります。
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負債

(1) 買掛金、(2) 未払金、(3) 未払法人税等

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似して

いることから、当該帳簿価額によっております。

(4) 長期借入金

長期借入金の時価につきましては、元利金の合計額を、同様の新規借入を

行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりでありま

す。
（単位：百万円）

区 分 連結貸借対照表計上額

投 資 有 価 証 券 7

差 入 保 証 金 66

・投資有価証券の一部については、市場価格がなく、時価を把握することが極め

て困難と認められることから時価開示の対象とはしておりません。

・差入保証金の一部については、保証金の返還時期を合理的に見積もることがで

きないため、時価を把握することが極めて困難と認められることから時価開示

の対象とはしておりません。

６．賃貸等不動産に関する注記

該当事項はありません。

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,343円65銭

(2) １株当たり当期純利益 157円09銭

８．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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貸 借 対 照 表

（平成30年２月28日現在）
（単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

商 品

製 品

原 材 料

仕 掛 品

貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 輌 運 搬 具

工具器具及び備品

土 地

リ ー ス 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ エ ア

ソフトウエア仮勘定

電 話 加 入 権

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

そ の 他

10,423

6,721

2,726

6

329

174

211

16

16

204

16

7,932

6,104

3,111

15

229

8

455

2,255

9

19

224

5

99

107

11

0

1,603

180

10

232

201

884

95

流 動 負 債 4,262

買 掛 金 1,291

１年内返済予定長期借入金 75

リ ー ス 債 務 7

未 払 金 555

未 払 法 人 税 等 642

未 払 消 費 税 等 249

未 払 費 用 966

預 り 金 57

賞 与 引 当 金 367

役 員 賞 与 引 当 金 39

資 産 除 去 債 務 0

そ の 他 7

固 定 負 債 585

リ ー ス 債 務 2

長 期 未 払 金 74

資 産 除 去 債 務 508

そ の 他 0

負 債 合 計 4,847

純 資 産 の 部

株 主 資 本 13,486

資 本 金 1,269

資 本 剰 余 金 1,074

資 本 準 備 金 1,074

利 益 剰 余 金 14,685

利 益 準 備 金 125

その他利益剰余金 14,559

別 途 積 立 金 8,800

繰越利益剰余金 5,759

自 己 株 式 △3,542

評価・換算差額等 21

その他有価証券評価差額金 21

純 資 産 合 計 13,508

資 産 合 計 18,356 負 債 ・ 純 資 産 合 計 18,356

（注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

(平成29年３月１日から
平成30年２月28日まで)

（単位：百万円）

科 目 金 額

売 上 高 43,751

売 上 原 価 22,236

売 上 総 利 益 21,514

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 19,018

営 業 利 益 2,496

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 3

そ の 他 95 99

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2

そ の 他 7 9

経 常 利 益 2,586

特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 9 9

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 20

減 損 損 失 113

そ の 他 3 137

税 引 前 当 期 純 利 益 2,457

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 868

法 人 税 等 調 整 額 △20 848

当 期 純 利 益 1,609

（注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

(平成29年３月１日から
平成30年２月28日まで)

（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式
株 主 資 本
合 計資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計別途積立金

繰 越 利 益
剰 余 金

平成29年３月１日残高 1,269 1,074 125 8,800 4,632 13,558 △3,014 12,887

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △481 △481 △481

当 期 純 利 益 1,609 1,609 1,609

自己株式の取得 △527 △527

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中の
変 動 額 （ 純 額 ）

事業年度中の変動額合計 － － － － 1,127 1,127 △527 599

平成30年２月28日残高 1,269 1,074 125 8,800 5,759 14,685 △3,542 13,486

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成29年３月１日残高 19 19 12,907

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △481

当 期 純 利 益 1,609

自己株式の取得 △527

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中の
変 動 額 （ 純 額 ）

2 2 2

事業年度中の変動額合計 2 2 601

平成30年２月28日残高 21 21 13,508

（注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針に係る事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

・関係会社株式　　　　　　　　移動平均法による原価法

・その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）

時価のないもの　　　　　　移動平均法による原価法

②　たな卸資産

・製品、原材料、仕掛品　　　　主に移動平均法による原価法（貸借対照表価額は

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）

・商品、貯蔵品　　　　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2) 重要な固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く。）

・建物（建物附属設備は除く。）定額法

・その他　　　　　　　　　　　定率法（ただし、平成28年４月１日以降に取得し

た建物附属設備及び構築物は定額法）

・主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物　　　　　　　２～50年

機械装置及び運搬具　　　　　２～10年

工具器具及び備品　　　　　　２～20年

②　無形固定資産（リース資産を除く。）

・ソフトウエア（自社利用）　　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額

法

・その他　　　　　　　　　　　定額法

③　リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金　　　　　　　　　売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回

収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金　　　　　　　　　従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見

込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上して

おります。

③　役員賞与引当金　　　　　　　役員に対する賞与の支給に備えるため、役員賞与

支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計

上しております。

④　退職給付引当金　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末に

おける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。

イ．退職給付見込額の

期間帰属方法

退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を

当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、給付算定式基準によっております。

ロ．過去勤務費用及び

数理計算上の差異の

費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による

定額法により按分した額を費用処理することとし

ております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（５年）による定額法により按分した額をそれぞ

れ発生の翌事業年度から費用処理することとして

おります。

(4) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

①　退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識過去勤務費用、未認識数理計算上の差異の会計処理の方法

は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

②　消費税等の会計処理

税抜方式を採用しております。

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　

平成28年３月28日）を当事業年度から適用しております。
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２．貸借対照表に関する注記

(1) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

関係会社に対する短期金銭債権 150百万円

関係会社に対する短期金銭債務 0百万円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 6,351百万円

(3) 担保に供している資産

建 物 678百万円

土 地 1,003百万円

計 1,681百万円

担保資産に対応する債務

１年内返済予定長期借入金 37百万円

３．損益計算書に関する注記

(1) 関係会社との取引高　　　売上高 591百万円

営業取引以外の取引高 11百万円

(2) 減損損失

当事業年度において、当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上し

ております。

用 途 ・ 場 所
種 別 減損損失（百万円）

店舗等

関東地区　　６件
中部地区　　６件
関西地区　　２件
九州地区　　１件

建 物 106

機 械 及 び 装 置 0

工 具 器 具 及 び 備 品 0

土 地 6

長 期 前 払 費 用 0

合　 　計 113

当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、主として店舗を基礎

とし、また遊休資産については物件単位ごとにグルーピングしております。

営業利益が継続してマイナスである店舗は、回収可能価額まで減額し、その差

額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、路面店舗等の回収可能

価額は正味売却価額により測定しており、不動産鑑定士による鑑定評価額等によ

っております。
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４．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の種類及び株式数に関する事項

普通株式 1,978,696株

５．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

長期未払金 22百万円

賞与引当金 110百万円

未払事業税否認 58百万円

減損損失 109百万円

資産除去債務 152百万円

その他 50百万円

繰延税金資産計 503百万円

繰延税金負債

資産除去債務に対応する除去費用 75百万円

その他 22百万円

繰延税金負債計 97百万円

繰延税金資産の純額 405百万円

６．リースにより使用する固定資産に関する注記

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース

取引

(1) 事業年度の末日における取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相

当額

取 得 価 額 相 当 額 減価償却累計額相当額 期 末 残 高 相 当 額

建 物 54百万円 51百万円 2百万円

合 計 54百万円 51百万円 2百万円

(2) 事業年度の末日における未経過リース料相当額

１ 年 内 2百万円

１ 年 超 －

合 計 2百万円
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７．関連当事者との取引に関する注記

種 類 会社等の名称又は氏名
議 決 権 等 の
所有(被所有)
割 合 ( ％ ）

関連当事者との関係 取引の内容
取 引 金 額
(百万円)

科 目
期 末 残 高
(百万円)

役員及び
その近親者

赤 塚 正 子
（被所有）
直接0.1

自 己 株 式 の
取 得 （ 注 ）

自 己 株 式 の
取 得 （ 注 ）

305 ― ―

（注）　平成29年11月９日開催の取締役会決議に基づき、東京証券取引所の自己株式立会

外買付取引（ToSTNeT-3）を利用し、自己株式を取得しており、取引価格は前日

（平成29年11月20日）の終値（最終特別気配を含む。）2,217円であります。

８．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,290円49銭

(2) １株当たり当期純利益 151円20銭

９．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成30年４月９日

株式会社柿安本店

取　締　役　会　御　中

東陽監査法人
指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 山 内 佳 紀 

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 梶 田 哲 也 

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社柿安本店の平成29年３
月１日から平成30年２月28日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借
対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行
った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による
重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断
した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計

算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連
結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査
計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手
続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算
書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、
内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の
作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した
会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して
いる。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して、株式会社柿安本店及び連結子会社からなる企業集団の当該
連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示
しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成30年４月９日

株式会社柿安本店

取　締　役　会　御　中

東陽監査法人

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 山 内 佳 紀 

指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士 梶 田 哲 也 

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社柿安本店の平成29年３月１
日から平成30年２月28日までの第50期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類

及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽
表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内
部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附

属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認め
られる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細
書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに
基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための

手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附
属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に
関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに
経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検
討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況を
すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

当監査役会は、平成29年３月１日から平成30年２月28日までの第50期事業年度の取締

役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査

報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及

び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状

況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の

分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の

収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、

子会社については、常勤監査役が子会社の監査役を兼務しており、子会社の取締

役会に出席するほか、子会社の取締役及び使用人等と意思疎通及び情報交換を図

り、必要に応じて事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合すること

を確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の

適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３

項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備さ

れている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築

及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を

表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視

及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受

け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正

に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事

項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に

従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類

（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明

細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計

算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示

しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大

な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。ま

た、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行

についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人東陽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成30年４月11日

株式会社柿安本店　監査役会

常勤監査役 祖父江　宗　大 

社外監査役 梶 川 　 融 

社外監査役 百 瀬 雅 教 

社外監査役 根 岸 康 二 

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要政策と位置づけ、利益配分に

つきましては将来の事業展開や経営環境の変化に対応するため、内部留保に留意

しつつ、安定的な配当を行うことを念頭に置き、業績に応じて総合的に決定する

ことを基本方針としております。

以上の方針に基づきまして、剰余金の処分につきましては、以下のとおりと

いたしたいと存じます。

期末配当に関する事項

第50期の期末配当につきましては、当期の業績並びに今後の新規出店その他の

事業展開を勘案し、以下のとおりといたしたいと存じます。

(1) 配当財産の種類

金銭といたします。

(2) 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金55円

配当総額 575,740,220円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

平成30年５月28日
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第２号議案　取締役５名選任の件

取締役６名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、あらためて

取締役５名の選任をお願いしたいと存じます。

取締役候補者は次のとおりです。

候 補 者
番 号

氏　　名
(生年月日)

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所 有 す る
当 社 株 式 の 数

１

あか

赤
つか

塚
やす

保
まさ

正
(昭和38年10月10日)

平成16年12月 当社専務取締役レストラン事業本部長

兼精肉事業本部長

平成18年12月 当社代表取締役社長

平成27年３月 当社代表取締役社長

兼リスク管理委員会委員長

平成29年３月 当社代表取締役社長

兼営業本部長兼リスク管理委員会

委員長（現任）

(重要な兼職の状況）

柿安グルメフーズ株式会社取締役

164,800株

２

おか

岡
もと

本
つら

貫
ゆき

之
(昭和26年７月25日)

平成22年６月 日本ガイシ株式会社

代表取締役専務執行役員

平成25年７月 同社顧問

平成25年７月 当社顧問

平成26年５月 当社取締役副社長（社長補佐)

(現任）

15,100株

３

あか

赤
つか

塚
よし

義
ひろ

弘
(昭和33年８月11日)

平成18年12月 当社専務取締役管理本部長

平成24年９月 当社専務取締役業務全般統制担当

平成26年５月 当社専務取締役業務全般統制担当

兼管理本部長

平成27年10月 当社専務取締役業務全般統制担当

平成29年９月 当社専務取締役管理本部長

（現任）

(重要な兼職の状況）

柿安グルメフーズ株式会社取締役

33,200株
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候 補 者
番 号

氏　　名
(生年月日)

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所 有 す る
当 社 株 式 の 数

４

なか

中
もと

本
 

　
おさむ

攻
(昭和17年４月８日)

平成14年12月 森・濱田松本法律事務所

パートナー弁護士

平成18年８月 当社顧問弁護士

平成20年１月 中本総合法律事務所代表（現任）

平成20年６月 フォスター電機株式会社社外監査役

平成24年３月 バリューコマース株式会社社外監査役

平成27年５月 当社社外取締役（現任）

(重要な兼職の状況）

中本総合法律事務所代表

1,500株

５

うえ

上
がき

垣
きよ

清
すみ

澄
(昭和1 8年6月1 6日)

平成６年６月 株式会社モスフードサービス

専務取締役

平成８年８月 株式会社オーシャンエクスプレス

代表取締役会長

平成９年３月 株式会社京樽管財人団アドバイザー

平成13年７月 当社顧問

平成28年５月 当社社外取締役（現任）

1,300株

（注）１．各候補者と当社の間には、いずれも特別の利害関係はありません。

２．略歴欄において、(現任)の表示のないものについては、現在いずれもその職を

退いていることを示しております。

３．各候補者からは、いずれも選任された場合の就任承諾の意思を得ております。

４．社外取締役に関する特記事項

（1）中本 攻氏及び上垣清澄氏は、社外取締役候補者です。

（2）中本 攻氏は、現在当社の社外取締役であり、その在任期間は本総会終結の

時をもって３年となります。

（3）上垣清澄氏は、現在当社の社外取締役であり、その在任期間は本総会終結の

時をもって２年となります。

（4）中本 攻氏は、直接企業経営に関与されたことはありませんが、長年弁護士

として第一線にて活躍され、豊富な経験及び知見並びに高い法令遵守の精神を

有しておられることから、それらを当社の経営に活かしていただきたいため、

選任をお願いするものです。

（5）上垣清澄氏は、長く食の産業界において役付取締役に在任し、直接企業経営

に参画されてきたことから、その豊富な経験及び知見を社外取締役の立場

から当社の経営に活かしていただきたいため、選任をお願いするものです。
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（6）当社は現在、中本 攻氏及び上垣清澄氏との間に定款において定める社外取締役

の損害賠償責任限定契約を締結しております。両氏が原案どおり選任された場合、

当社は同契約を継続する予定です。

損害賠償責任限定契約とは、社外取締役が任務を怠ったことによって当社に

対して責任を負う場合に、会社法第425条第１項に規定する最低責任限度額を

限度として、その責任を負うものです。

ただし、社外取締役が責任の原因となった職務の執行について、善意かつ

重大な過失がないときに限ります。

（7）中本 攻氏は、東京証券取引所が定める独立役員として同取引所に届け出て

おり、同氏が原案どおり選任された場合、引き続き独立役員となる予定です。

以　上
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会場ご案内図
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交通のご案内

・JR関西本線桑名駅、近鉄名古屋線桑名駅東口より徒歩約15分です。

・東名阪自動車道 桑名ＩＣより車で約15分です。

・伊勢湾岸自動車道 湾岸桑名ＩＣより車で約15分です。

・桑名駅東口より、午前９時から10分程度の間隔で会場行きバス便を

運行いたします。バス乗場へは当社係員がご案内いたします。

・株主総会終了後、会場から桑名駅東口行きのバス便を運行いたします。

・駐車場に限りがありますので、公共交通機関または会場行きバス便を

ご利用ください。


